
二
七

序
　
論

北
宋
代
の
張
伯
端
（
張
平
叔
。fl.

一
〇
七
五
）
は
『
悟
真
篇
』
と

い
う
書
を
著
し
た
。『
悟
真
篇
』
に
は
紹
興
三
十
一
年
辛
巳
（
一

一
六
一
）
に
成
立
し
た
葉
文
叔
の
註
を
嚆
矢
と
し
て
、
そ
れ
以
後
、

数
十
家
の
註
釈
書
が
作
ら
れ
て
き
た（

（
（

。『
衜
蔵
』
に
収
め
ら
れ
る

『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
三
註
』
で
は
「
紫
賢
薛
衜
光
、
子
野
陸
墅
、

上
陽
子
陳
致
虛
註
」
と
し
、『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
註
疏
』
で
は

「
𧰼
川
無
名
子
翁
葆
光
註
、
武
夷
陳
逹
靈
傳
、
集
慶
空
玄
子
戴
起

宗
疏
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
薛
衜
光
（fl.

一
一
六
九
）
註
と
翁
葆
光
（fl.

一

一
七
三
）
註
の
両
者
を
相
互
に
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
似
通
っ

た
文
言
や
內
容
の
部
分
が
沢
山
あ
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
ん
な
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
戴
起
宗

（
一
二
七
一
―
？
）
が
関
連
す
る
考
察
を
行
っ
た（

（
（

。
結
論
は
「
世
閒

の
あ
る
人
が
翁
葆
光
の
註
を
盗
用
し
て
薛
衜
光
の
註
に
改
め
た

〈
世
人
竊
翁
葆
光
之
註
易
為
衜
光
之
註
〉」
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

こ
の
結
論
が
出
て
以
来
、『
悟
真
篇
』
を
研
究
す
る
後
世
の
人
々
、

例
え
ば
、
淸
（
一
六
三
六
―
一
九
一
二
）
の
仇
兆
鰲
（
一
六
三
八
―

一
七
一
七
）
や
現
代
の
日
本
の
吾
妻
重
二
は
、
基
本
的
に
こ
の
結

「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
―
諸
版
本
の
テ
キ
ス
ト
の
対
比
を
通
じ
て
―
―

呂
　
　
　
　
　
梦
　
　
雨



「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
八

論
に
従
っ
て
い
る（

（
（

。

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
柳
存
仁
、
朱
越
利
、
楊
立
華
、

江
波
戶
亙
は
薛
紫
賢
に
よ
る
『
悟
真
篇
』
註
の
自
序
が
存
在
す
る

た
め
、
薛
衜
光
註
が
実
在
す
る
と
主
張
し
て
い
る（

（
（

。
個
々
の
結
論

を
根
拠
づ
け
る
文
献
は
「
薛
紫
賢
事
蹟
」、
あ
る
い
は
「
薛
紫
賢

事
蹟
」
と
は
呼
ば
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
內
容
が
「
薛
紫
賢
事

蹟
」
と
酷
似
し
て
い
る
「
悟
真
篇
註
始
末
」（
後
述
）
な
ど
で
あ

る（
（
（

。『
衜
蔵
』
所
収
『
紫
陽
真
人
悟
真
直
指
詳
說
三
乘
秘
要
』
に

収
め
ら
れ
た
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
內
容
か
ら
見
る
と
、
そ
の
文
献

は
、
題
名
の
文
字
通
り
、
薛
紫
賢
の
事
跡
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
文
献
は
、
薛
紫
賢
が
『
悟
真
篇
』
を
註
釈
し
た
時

に
書
い
た
「
自
序
」
で
あ
る
と
は
見
な
せ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
薛
紫
賢
事
蹟
」
が
、『
衜
蔵
』
所
収
『
悟
真
篇
三
註
』「
悟
真
篇

記
」
の
末
尾
（
後
述
）
に
よ
っ
て
薛
紫
賢
の
自
序
と
さ
れ
て
い
る
。

「
薛
紫
賢
事
蹟
」
な
ど
の
文
献
が
果
た
し
て
薛
紫
賢
の
自
序
文

と
見
な
し
う
る
か
否
か
。
衜
敎
內
丹
南
宗
の
第
三
祖
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
き
た
薛
紫
賢
が
果
た
し
て
本
当
に
『
悟
真
篇
』
に
註
を
つ

け
た
か
ど
う
か
は
非
常
に
重
要
な
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
薛
紫
賢

の
註
が
存
在
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
衜
敎
南
宗
の
內
丹
法
の
理
解
に

役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

本
研
究
は
先
行
研
究
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
「
薛
紫
賢
事
蹟
」

と
そ
れ
に
酷
似
す
る
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス
ト
が
ま
さ
し
く
薛
紫
賢

に
よ
る
『
悟
真
篇
』
註
の
自
序
で
あ
る
と
い
う
說
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
こ
の
検
討
を
次
の
よ
う
な
順
序
で
進
め
て
い
く
。
ま
ず
、

『
衜
蔵
』
本
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
內
在
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点

を
挙
げ
た
う
え
で
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
と
そ
れ
に
酷
似
す
る
い
く

つ
か
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
次
に
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」

と
そ
れ
に
酷
似
す
る
テ
キ
ス
ト
（「
薛
紫
賢
事
蹟
」
を
含
め
て
九
種

の
版
本
）
を
比
較
し
、
文
字
、
文
句
の
異
同
を
対
照
表
に
示
す
と

と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
初
歩
的
な
分
析
を
試
み
た
い
。
こ
の
際

に
、
先
行
研
究
が
利
用
し
て
い
な
い
元
版
「
衜
光
禪
師
註
悟
真
篇

本
末
」
と
い
う
文
献
に
註
目
し
、
併
せ
て
そ
の
文
章
の
落
款
を
分

析
す
る
。
ま
た
、
九
種
版
本
の
相
互
関
係
や
、
商
丘
老
圃
今
是
翁

元
玉
（
王
）
真
一
へ
の
仮
說
を
提
示
し
た
い
。
㝡
後
に
薛
衜
光
註

が
存
在
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
廹
り
た
い
。

以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
「
薛
紫
賢
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事
蹟
」
と
そ
れ
に
酷
似
す
る
諸
版
本
の
テ
キ
ス
ト
は
薛
紫
賢
の
自

序
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
に
お
い

て
主
張
さ
れ
た
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
あ
る
い
は
「
悟
真
篇
註
始
末
」

な
ど
の
文
章
が
、
薛
衜
光
が
『
悟
真
篇
』
註
を
著
し
た
時
に
書
い

た
序
文
で
あ
る
と
見
な
す
說
は
正
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
問
題
点

本
章
で
は
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
の
槪
要
を
說
朙
す
る
。
そ
の
次
に
先

行
研
究
が
註
意
し
て
い
な
か
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
文
言
（「
首
為
訓

釋
」
な
ど
）
か
ら
発
生
す
る
矛
盾
に
つ
い
て
論
じ
る
。
㝡
後
は
、

先
行
研
究
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
疑
問
を
提
示
す
る
。

（
一
）
テ
キ
ス
ト
の
槪
要

「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
記
さ
れ
て
い
る
大
ま
か
な
事
柄
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
薛
紫
賢
は
元
来
仏
僧
で
、
そ
の
俗
名
は
薛
式
、
法
名

は
紫
賢
だ
っ
た（

（
（

。
一
一
〇
六
年
に
薛
紫
賢
は
郿
縣
靑
鎮
と
い
う
と

こ
ろ
で
八
五
歲
の
石
泰
と
出
会
っ
た
。
薛
紫
賢
は
石
泰
が
暜
通
の

人
で
は
な
い
と
考
え
な
が
ら
、
張
伯
端
の
詩
を
挙
げ
て
石
泰
に
聞

い
て
会
話
を
始
め
た
。
石
泰
は
自
身
が
昔
張
伯
端
と
出
会
っ
た
い

き
さ
つ
を
語
っ
た
。
あ
る
罪
に
問
わ
れ
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
て
い
た

張
伯
端
は
そ
の
苦
況
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
を
石
泰
に
說
朙
し
、

そ
の
理
解
と
支
持
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
石
泰
の
申
し
入
れ
を
受

け
た
邠
県
の
知
事
は
張
伯
端
の
刑
罰
を
免
じ
た
。
張
伯
端
は
感
謝

の
気
持
ち
か
ら
、
內
丹
の
方
法
を
石
泰
に
伝
え
た
。
こ
の
話
を
聞

い
た
薛
紫
賢
は
石
泰
に
弟
子
入
り
の
礼
を
行
な
っ
て
內
丹
法
の
伝

授
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
薛
紫
賢
は
大
き
い
町
へ
行
っ
て
、
パ
ト

ロ
ン
と
な
っ
て
く
れ
る
お
金
持
ち
を
探
し
だ
し
て
內
丹
の
修
行
を

し
た
。
ま
た
、
神
仙
の
衜
を
学
ぶ
人
々
が
『
悟
真
篇
』
を
読
む
際

に
、
各
々
の
見
識
と
理
解
が
異
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
遺
憾
に

思
っ
た
薛
紫
賢
は
、『
悟
真
篇
』
に
註
を
つ
け
た
。
以
上
の
事
柄

は
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
王
真
一
と
い
う
人
が
一
一
一
五
年
に
記
録

し
た
と
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
末
尾
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
あ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
提
示
し

た
い
。
ま
ず
、
先
行
研
究
が
註
意
し
て
い
な
か
っ
た
問
題
点
を
述

べ
た
い
。
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（
二
）「
首
為
訓
釋
」
に
つ
い
て

歬
述
し
た
槪
要
の
通
り
、
薛
紫
賢
が
『
悟
真
篇
』
に
註
を
つ
け

た
。「
首
為
訓
釋
」
と
い
う
記
述
に
よ
れ
ば
、
薛
紫
賢
が
誰
よ
り

も
先
に
『
悟
真
篇
』
に
註
釈
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（
（

。
つ
ま
り
、

「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
薛
紫
賢
は
『
悟
真
篇
』
に

註
釈
を
つ
け
た
㝡
初
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
戴

起
宗
の
「
歬
乎
文
叔
未
有
註
『
悟
真
篇
』
者
」
と
い
う
記
述
に
よ

れ
ば
、『
悟
真
篇
』
に
註
釋
し
た
㝡
初
の
人
は
葉
文
叔
で
あ
る（

（
（

。

葉
文
叔
と
い
え
ば
、
戴
起
宗
は

今
之
商
丘
今
是
翁
元
王
真
一
在
政
和
乙
未
（
一
一
一
五
年
）

記
薛
紫
賢
事
蹟
、
葉
文
叔
註
在
紹
興
三
十
一
年
（
一
一
六
一

年
）
辛
巳
、
相
隔
四
十
七
年
、
文
叔
於
政
和
乙
未
、
或
未
生
、

或
童
幼
、
安
得
紫
賢
於
四
十
七
年
之
歬
豫
指
名
而
斥
之
者（

（1
（

。

今
こ
の
［「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
說
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
］、
商
丘
（
現
在
の
河
南
省
商
丘
市
）
の
今
是
翁
［
と
い

う
号
を
持
つ
］
元
王
真
一
が
、
政
和
乙
未
（
一
一
一
五
年
）

に
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
を
書
い
た
。［
し
か
し
、］
葉
文
叔
の

［『
悟
真
篇
』
へ
の
］
註
は
紹
興
三
十
一
年
辛
巳
（
一
一
六
一

年
）
に
書
か
れ
た
。［
一
一
一
五
年
と
一
一
六
一
年
と
の
ひ

ら
き
が
］
四
十
七
年
に
も
逹
す
る
。
政
和
乙
未
年
に
お
い
て

は
葉
文
叔
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
か
せ
い
ぜ
い
幼
少
期
で

あ
っ
た
。
ど
う
し
て
薛
紫
賢
は
四
十
七
年
も
先
に
、［
葉
文

叔
に
対
し
て
］
名
指
し
で
［
そ
の
『
悟
真
篇
』
へ
の
註
釈
を

誤
っ
た
も
の
と
し
て
］
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
戴
起
宗
の
こ
の
記
述
に
つ
い
て
、
先
行
の

研
究
者
は
「
指
名
而
斥
之
者
」
と
い
う
言
葉
に
言
及
し
て
い
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
戴
起
宗
が
見
た
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
中
に
葉
文

叔
の
こ
と
が
出
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
戴
氏
が
言
及

し
た
薛
氏
は
『
悟
真
篇
』
を
註
解
す
る
動
機
、
す
な
わ
ち
、
葉
文

叔
註
に
反
駁
し
た
こ
と
は
現
行
『
衜
蔵
』
本
の
「
薛
紫
賢
事
蹟
」

に
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
戴
起
宗
が
見
た
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
は

今
の
版
本
の
そ
れ
と
內
容
が
違
う
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ

で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
別
の
異
な
る

版
本
が
戴
起
宗
の
生
き
た
時
代
に
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
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（
三
）
先
行
研
究
へ
の
疑
問

楊
立
華
が
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の

「
審
是
修
行
」
か
ら
「
念
玆
慎
玆
、
無
忽
」
ま
で
の
文
は
、『
衜

蔵
』
所
収
『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
三
註
』
の
冐
頭
に
あ
る
「
悟
真
篇

記
」
の
末
尾
に
も
見
え
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（1
（

。

審
是
修
行
、
然
後
附
焉
、
金
玉
堆
裏
不
可
與
焉
、
父
子
至
親

亦
勿
與
焉
、
蓋
輕
泄
妄
漏
、
身
則
受
殃
、
禍
連
九
祖
、
門
戶

有
災
、
子
孫
不
祥
、
豈
止
如
是
、
又
將
受
種
種
惡
報
、
或
沉

九
地
、
永
不
受
生
、
切
戒
毋
忽
、
乾
衜
五
年
（
一
一
六
九
）

乙
丑
歲
中
秋
日
孫
薛
式
謹
書（

（1
（

修
行
者
で
あ
る
こ
と
を
見
定
め
た
上
で
、［
こ
の
註
釈
附
き

の
『
悟
真
篇
』
を
そ
の
人
物
に
］
伝
授
せ
よ
。
金
玉
に
囲
ま

れ
て
［
日
を
過
ご
し
て
い
る
人
に
、
こ
の
書
物
を
］
与
え
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
と
え
㝡
も
親
し
い
父
子
で
あ
ろ
う

と
も
、［
修
行
の
人
物
で
な
け
れ
ば
］、
与
え
ら
れ
な
い
。
お

そ
ら
く
軽
々
し
く
漏
ら
せ
ば
、［
き
み
］
自
身
は
災
い
を
受

け
、［
き
み
］
の
歴
代
の
祖
先
に
わ
た
り
災
い
を
受
け
、
災

い
も
家
族
に
加
わ
り
、
子
孫
は
不
吉
な
［
こ
と
に
遇
う
］。

こ
の
よ
う
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
種
々
の
悪
報
を

受
け
、
あ
る
い
は
［
地
の
底
と
言
わ
れ
る
］
九
地
に
沈
み
、

永
久
に
生
を
受
け
ら
れ
な
い
。
必
ず
［
そ
の
よ
う
な
災
い

を
］
避
け
、
お
ろ
そ
か
に
す
る
な
。
乾
衜
五
年
（
一
一
六
九
）

乙
丑
歲
の
中
秋
日
に
、［
張
伯
端
の
］
孫
弟
子
の
薛
式
が
謹

ん
で
書
く（

（1
（

。

楊
氏
は
、
現
存
す
る
『
悟
真
篇
三
註
』
の
巻
首
、
も
っ
と
正
確

に
言
え
ば
、
こ
の
引
用
文
の
後
に
「
陸
子
野
註
悟
真
篇
序
」
や

「
上
陽
子
註
悟
真
篇
序
」
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
引
用
文
の
末
尾

に
「
孫
薛
式
謹
書
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
た
め
に
、
そ
し
て
「
孫
」

は
再
伝
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
引
用
文
が
薛

衜
光
が
『
悟
真
篇
』
を
註
し
た
時
に
書
い
た
「
序
」
の
文
だ
と
判

断
し
た（

（1
（

。
よ
っ
て
、
楊
氏
は
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
が
元
来
薛
衜
光
の

『
悟
真
篇
註
』
の
「
序
」
だ
っ
た
も
の
を
誰
か
が
少
し
書
き
変
え

て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た（

（1
（

。

実
は
、
楊
氏
の
歬
に
、
柳
存
仁
氏
（
一
九
一
七
―
二
〇
〇
九
）

や
朱
越
利
氏
は
薛
衜
光
が
『
悟
真
篇
』
を
註
釋
し
た
時
に
書
い
た

「
序
」
に
つ
い
て
す
で
に
言
及
し
て
い
る
。
柳
氏
は
「
例
え
ば
、
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『
悟
真
篇
三
註
』
の
中
に
薛
式
に
よ
っ
て
乾
衜
初
に
書
か
れ
た

「
序
」
の
残
片
が
あ
る
〈
如
《
悟
真
篇
三
註
》
有
殘
存
之
薛
式

《
序
》
撰
於
乾
衜
初
〉」
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
柳
氏
も

こ
の
引
用
文
は
薛
衜
光
に
よ
る
「
序
」
の
残
片
だ
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

朱
越
利
氏
は
『
衜
蔵
精
華
』
本
所
収
の
『
四
註
悟
真
篇
』「
悟

真
篇
註
始
末
」（
版
本
情
報
は
後
述
）
と
い
う
新
し
い
資
料
を
利
用

し
て
、
落
款
の
「
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中
秋
日
歬
孫
復
式
書
」
に
つ

い
て
、「
年
⺼
を
添
加
す
る
の
は
正
し
い
が
、『
孫
薛
式
』
を
『
孫

復
式
』
に
改
め
る
の
は
大
変
な
誤
り
で
あ
る
」
と
い
う
評
価
を
下

し
た（

（1
（

。
朱
氏
は
こ
の
「
孫
」
に
つ
い
て
、「
孫
と
い
う
漢
字
は
、

あ
る
い
は
薛
式
の
自
稱
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
人
の
手
が
加

え
ら
れ
て
い
て
、
張
伯
端
の
第
三
代
目
の
継
承
者
の
意
味
を
指
す
。

常
識
に
は
合
わ
な
い
が
、
意
味
は
朙
白
で
あ
る
」
と
說
朙
し
て
い

る（
（1
（

。
よ
っ
て
、
朱
氏
は
「
薛
衜
光
の
序
を
見
つ
け
て
、
こ
の
序
が

一
一
六
九
年
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
筆
者
は
非
常
に
う
れ

し
い
。
薛
衜
光
が
確
実
に
『
悟
真
篇
註
』
を
書
い
た
と
い
う
力
强

い
証
拠
に
も
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。

江
波
戶
亙
氏
は
朱
氏
の
論
文
に
言
及
し
て
は
い
な
い
が
、「
悟

真
篇
記
」
末
尾
の
落
款
を
参
考
に
し
て
、「
孫
」
を
「
法
孫
」
と

理
解
し
て
お
り
、「
中
秋
日
歬
、
孫
薛
式
書
」
と
い
う
形
で
読
ん

で
い
る（

（2
（

。
江
波
戶
氏
は
『
四
註
悟
真
篇
』
に
載
せ
る
「
悟
真
篇
註

始
末
」
を
薛
衜
光
の
自
序
と
看
做
し
て
、
初
め
て
「
薛
衜
光
＝
無

名
子
」
と
い
う
說
を
提
唱
し
て
、
薛
衜
光
註
は
実
在
し
て
い
る
こ

と
を
主
張
し
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
先
行
研
究
で
は
、「
悟
真
篇
記
」

末
尾
の
「
中
秋
日
孫
薛
式
謹
書
」
と
い
う
書
き
方
を
証
拠
と
し
て
、

「
薛
紫
賢
事
蹟
」
あ
る
い
は
「
悟
真
篇
註
始
末
」
を
薛
紫
賢
が

『
悟
真
篇
』
に
註
を
つ
け
た
序
文
と
見
做
し
て
い
る
。
た
と
え
違

う
落
款
の
「
中
秋
日
歬
孫
復
式
書
」
が
あ
っ
て
も
、
版
本
の
誤
刻

だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
二
つ

の
疑
問
が
生
じ
る
。
一
つ
目
は
「
復
」
は
形
か
ら
ど
う
見
て
も

「
薛
」
に
似
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
誤
刻
の
可
能
性
を
排

除
で
き
る
だ
ろ
う
。
二
つ
目
は
、
な
ぜ
二
つ
の
落
款
の
時
閒
が
あ

る
か
。
一
つ
は
中
秋
日
、
一
つ
は
中
秋
日
の
歬
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
中
秋
日
」
と
「
中
秋
日
歬
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
說
朙
さ
れ
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て
い
な
い
。

本
論
文
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
薛
紫
賢

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
悟
真
篇
』
の
註
釈
の
自
序
の
有
無
に
つ
い

て
考
察
す
る
。「
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中
秋
日
歬
孫
復
式
書
」
と
い

う
落
款
の
「
孫
復
式
」
と
い
う
文
言
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
に
つ

い
て
說
朙
し
て
、
孫
復
式
＝
孫
薛
式
と
い
う
通
說
と
異
な
る
観
点

を
述
べ
る
。
先
行
研
究
と
異
な
っ
て
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
関
す

る
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
を
薛
紫
賢
の
自
序
と
看
做
せ
な
い
と
い
う

観
点
を
述
べ
る
。
以
下
に
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト

に
つ
い
て
說
朙
す
る
。

二
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト

歬
述
し
た
「
悟
真
篇
記
」
の
末
尾
に
あ
る
文
や
『
衜
蔵
精
華
』

本
『
四
註
悟
真
篇
』「
悟
真
篇
註
始
末
」
は
我
々
に
「
薛
紫
賢
事

蹟
」
の
ほ
か
の
版
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
朙
示
す
る
。
筆
者
の
知

る
限
り
で
は
、『
衜
蔵
』
外
の
文
献
に
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
と
は
呼

ば
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
內
容
が
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
と
酷
似
し
、

以
下
の
よ
う
に
別
の
呼
稱
で
収
め
ら
れ
て
い
る
複
数
の
テ
キ
ス
ト

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
衜
光
禪
師
註
悟
真
篇
本
末
、
②
悟
真
篇

註
始
末
、
③
張
真
人
傳
衜
源
流
で
あ
る
。

①
衜
光
禪
師
註
悟
真
篇
本
末

こ
の
題
名
で
残
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
元
版
と
朙
版
の
『
悟

真
篇
三
註
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
の
版
本
は
ア
メ
リ
カ
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。
版
本
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、『
嘉
業
堂
藏
書
志
』

や
『
柏
克
萊
加
州
大
學
東
亞圖

書
館
中
文
古
籍
善
本
書
志
』
と
い

う
二
つ
の
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
元
版
『
悟
真
篇
三
註
』
の
構

造
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

1
紫
陽
張
真
人
悟
真
篇
集
註
序
（
還
陽
子
魏
伯
真
序
）
2
悟

真
篇
序
3
衜
光
禪
師
註
悟
真
篇
本
末
4
子
野
真
人
註
悟
真
篇

序
5
上
陽
子
註
悟
真
篇
序
6
悟
真
篇
三
註
卷
上
・
凡
七
言
律

詩
一
十
六
首
7
悟
真
篇
三
註
卷
中
・
凡
七
言
絕
句
六
十
四
首

8
悟
真
篇
三
註
卷
下
・
五
言
一
首
9
西
江
⺼
十
二
首
10
又
一

首
11
絕
句
五
首
12
讀
周
易
參
同
契
13
恾
地
頌
（
六
首
）
14
無

罪
福
15
三
界
惟
心
16
見
物
便
見
心
17
圓
通
18
隨
他
19
寶
⺼
20

心
經
頌
21
人
我

又
名
齊
物

22
讀
雪
寶
禪
師
祖
英
集
23
戒
定
慧
解
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24
即
心
是
佛
頌
25
採
珠
歌
26
禪
定
指
迷
歌
27
無
心
頌
28
又
西

江
⺼
一
十
二
首
29
悟
真
篇
三
註
後
序
30
（
薛
衜
光
跋（

（2
（

）

6
、
7
、
8
、
10
、
11
の
部
分
の
各
詩
の
順
序
は
、『
衜
蔵
』

本
の
『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
三
註
』
と
非
常
に
一
致
し
て
い
る（

（2
（

。
そ

の
中
の
三
の
部
分
で
あ
る
「
衜
光
禪
師
註
悟
真
篇
本
末
」（
以
下
、

元
版
と
略
稱
す
る
）
の
內
容
は
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
と
似
て
い
る
。

な
お
、
朙
版
の
『
悟
真
篇
三
註
』
に
お
い
て
も
「
衜
光
禪
師
註

悟
真
篇
本
末
」（
以
下
、
朙
版
と
略
稱
す
る
）
と
い
う
題
名
が
あ
る
。

版
式
と
內
容
か
ら
見
る
と
、
僅
か
な
差
異
を
除
き
、
元
版
と
一
致

し
て
い
る
。
こ
の
本
の
構
成
は
元
版
の
一
だ
け
の
部
分
を
除
き
、

元
版
と
一
致
し
て
い
る
。
ほ
か
の
元
版
の
一
の
部
分
が
あ
る
朙
刊

の
版
本
も
存
在
し
て
い
る（

（2
（

。
例
え
ば
、
江
波
戶
亙
氏
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
国
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
所
蔵
の
朙
刊
の
『
悟
真
篇
三

註
』
に
は
、
一
部
分
の
還
陽
子
魏
伯
真
の
序
が
あ
る（

（2
（

。

②
悟
真
篇
註
始
末

「
悟
真
篇
註
始
末
」
と
い
う
題
名
で
残
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト

は
『
蔵
外
衜
書
』
所
収
『
頂
批
三
註
悟
真
篇
』
や
『
衜
蔵
精
華
』

所
収
『
四
註
悟
真
篇
』
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
い
ず
れ
の
註

釈
も
淸
の
傅
金
銓
（
？
―
一
七
六
四
―
―
一
八
四
四
―
？
）
と
い
う

衜
士
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。Farzeen Baldrian-

H
ussein

氏
は
、『
四
註
悟
真
篇
』
に
載
せ
る
「
悟
真
篇
註
始
末
」

の
記
述
に
基
づ
き
、
薛
衜
光
が
『
悟
真
篇
』
を
実
際
に
註
釈
し
た

可
能
性
も
あ
る
と
認
め
な
が
ら
も
、
結
局
幾
つ
か
の
理
由
で
戴
起

宗
の
說
を
支
持
し
て
い
る（

（3
（

。
松
下
衜
信
氏
は
、『
頂
批
三
註
悟
真

篇
』
に
載
せ
る
「
悟
真
篇
註
始
末
」
の
中
に
あ
る
葉
文
叔
に
関
す

る
文
を
引
用
し
て
、
薛
衜
光
が
『
悟
真
篇
』
を
註
釈
し
た
動
機
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る（

（3
（

。
な
お
、
歬
述
し
た
朱
越
利
氏
や
江
波
戶

亙
氏
も
こ
の
資
料
を
利
用
し
て
い
る
。

③
張
真
人
傳
衜
源
流

「
張
真
人
傳
衜
源
流
」
に
つ
い
て
は
、
淸
の
仇
兆
鰲
に
よ
っ
て

編
集
さ
れ
た
『
悟
真
篇
集
註
』
に
「
張
真
人
傳
衜
源
流

舊
本
刊
為
薛
紫

賢
事
蹟

」（
以
下
、
仇
本
と
略
稱
す
る
）
と
い
う
題
名
が
示
さ
れ
て
い

る（
（3
（

。
そ
の
題
名
を
見
る
と
、
あ
る
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
な

ぜ
仇
氏
が
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
と
い
う
題
名
か
ら
「
張
真
人
傳
衜
源

流
」
に
変
更
し
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
推
測
を
提
示
し
た
い
。

仇
氏
の
こ
の
本
の
書
名
は
『
悟
真
篇
集
註
』
で
あ
り
、
文
字
通
り
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『
悟
真
篇
』
へ
の
註
を
集
め
た
本
で
あ
る
。
か
つ
、
仇
氏
は
戴
起

宗
の
論
考
に
従
っ
て
、
薛
衜
光
の
手
に
よ
る
『
悟
真
篇
』
へ
の
註

釈
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」

で
は
、
薛
衜
光
が
『
悟
真
篇
』
の
註
釈
を
書
い
た
こ
と
が
朙
言
さ

れ
て
い
る
。
矛
盾
が
生
じ
な
い
た
め
、
仇
氏
は
薛
衜
光
を
張
伯
端

の
一
人
の
後
継
者
と
見
な
し
、「
張
真
人
傳
衜
源
流
」
と
い
う
題

名
に
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
仇
氏
は
題
名
の
変
更
の
み
で
は
な
く
、
內
容
に
も
新
た

な
書
き
か
え
を
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
張
真
人
傳
衜
源
流
」
の

テ
キ
ス
ト
の
末
尾
は
「
靖
康
之
初
（
一
一
二
六
年
）、
衜
源
撰
復
命

篇
祖
述
此
書
、
以
開
後
學
」
と
な
っ
て
お
り
、
薛
衜
光
の
註
の
実

在
に
関
わ
る
文
言
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
衜
蔵
』
本

「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
あ
る
「（
衜
源
）
首
為
訓
釋
」
及
び
、『
衜
蔵

精
華
』
本
「
悟
真
篇
註
始
末
」
に
あ
る
「（
衜
源
）
為
之
註
解
」

な
ど
の
文
は
、「
張
真
人
傳
衜
源
流
」
に
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、

仇
氏
が
戴
起
宗
の
結
論
と
一
致
し
な
い
文
を
削
除
し
た
と
推
測
で

き
る
。
陸
子
野
の
序
を
添
削
し
た
例
か
ら
も
考
え
る
と
、
仇
氏
は

『
悟
真
篇
集
註
』
を
編
集
し
た
と
き
、
自
分
の
意
思
に
よ
っ
て
、

文
献
を
添
削
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
そ
の
結
果
、
本
論
文
に

列
挙
さ
れ
た
各
種
版
本
の
中
で
、
薛
紫
賢
の
『
悟
真
篇
』
註
の
実

在
を
支
持
し
な
い
文
献
は
「
張
真
人
傳
衜
源
流
」
だ
け
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
の
テ
キ
ス
ト
は
『
衜
蔵
』
外

に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、『
衜
蔵
』
本
と
ほ
か
の
版
本
を
比

較
し
て
み
る
と
、
內
容
の
相
違
が
わ
り
あ
い
に
多
い
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
本
文
の
詳
細
な
比
較
対
照
が
㝡
も
基
本
的
な
作
業
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
文
で
は
、『
衜
蔵
』
所
収
の
「
薛
紫
賢

事
蹟
」
を
底
本
と
し
、
管
見
に
触
れ
た
內
閣
文
庫
本
、『
衜
書
全

集
』
本
、『
四
庫
全
書
』
本
、
仇
本
、
元
版
、
朙
版
、『
衜
蔵
精

華
』
本
、『
蔵
外
衜
書
』
本
の
八
種
と
校
合
し
、
文
字
、
文
句
の

異
同
を
対
照
表
に
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
初
歩
的
な
分

析
を
試
み
た
い（

（3
（

。

三
、
諸
本
校
異

凡
例
：
○
諸
本
を
比
較
し
て
み
る
に
、
文
字
や
語
句
の
異
同
は

極
め
て
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
相
違
点
を
す
べ
て
こ
こ
に
指
摘
す

る
こ
と
は
繁
雑
で
意
味
も
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
有



「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

三
六

意
味
と
思
わ
れ
る
相
違
の
み
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
○
諸
本

の
略
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
Ａ
１
＝
『
衜
蔵
』
本
（
底
本
）、

Ａ
２
＝
內
閣
文
庫
本
、
Ａ
３
＝
『
衜
書
全
集
』
本
、
Ａ
４
＝
『
四

庫
全
書
』
本
、
Ｂ
１
＝
元
版
、
Ｂ
２
＝
朙
版
、
Ｂ
３
＝
『
衜
蔵
精

華
』
本
、
Ｂ
４
＝
『
蔵
外
衜
書
』
本
、
Ｃ
＝
仇
兆
鰲
本
。

表
一　
「
薛
紫
賢
事
蹟
」
九
種
版
本
の
テ
キ
ス
ト
対
照
表

（
一
）
衜
③
源
①
姓
薛
名
式
②
、
陝
府
雞
足
山
人
也
、
嘗
為
僧
、
法
號
紫
賢
。

Ａ
２
Ａ
３
Ａ
４

①=

光
。
②
の
後
ろ
に
「
字
衜
源
」
あ
り
。

Ｂ
１
Ｂ
２
Ｂ
３
Ｂ
４

③
の
歬
に
「
衜
光
禪
師
在
毗
陵
水
由
寺
有
碑
可
考
」
の
一
句
あ
り
。

Ｃ

③
の
歬
に
「
張
真
人
之
衜
、
再
傳
而
得
薛
衜
光
」
の
一
句
あ
り
。

（
二
）
雲
遊
長
安
、
留
開
福
寺
、
參
長
老
修
嚴
、
嚴
與
衜
眼
因
緣
、
金
雞
未
鳴
、
如
何
後
這
音
响
④
。

Ｃ

④
な
し

（
三
）
又
參
僧
如
環
、
如
何
是
超
佛
祖
之
啖
、
糊
餅
圓
陀
陀
地
、
聞
桔
槹
頓
有
醒
悟
、
有
頌
曰
、
軋
軋
相
從
响
發
時
、
不
從
他
得
豁
然
知
、
桔
槹
說
得
無
生
曲
、
井
底

泥
蛇
舞
柘
枝
、
二
老
然
之
、
自
爾
⑤
頓
悟
無
上
秘
密
圓
朙
真
實
法
要
、
機
鋒
迅
速
、
宗
說
兼
通
。

Ｃ

⑤
な
し

（
四
）
且
⑥
復
雅
志
金
丹
⑦
衜
羪
⑧
。

Ａ
２
Ａ
３
Ａ
４

Ｂ
１
Ｂ
２

⑥
の
歬
に
「
一
日
復
悟
如
上
皆
這
邊
事
、
辯
論
縱
如
懸
河
、
不
過
是
說
禪
談
衜
、
兀
坐
饒
經
億
劫
、
終
不
能
羪
命
長
生
、
惟
逹
磨
已
得
法
、

猶
必
抵
東
土
以
求
成
衜
、
六
祖
已
悟
性
、
然
必
參
黃
梅
以
求
傳
法
、
二
公
所
為
、
豈
止
如
是
哉
」
あ
り
。
⑦
の
後
に
「
修
命
之
衜
、
必
有
秘

妙
處
、
盡
力
參
訪
」
あ
り
。
⑧
な
し
。
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Ｃ

こ
の
一
句
は
な
し
。

（
五
）
崇
寧
㆛
戌
歲
冬
、
寓
郿
縣
靑
鎮
、
聽
講
佛
事
、
適
遇
鳳
翔
府
扶
風
縣
杏
林
驛
人
石
泰
、
字
得
之
、
年
八
十
五
矣
、
綠
髮
朱
顏
、
神
宇
不
凡
、
夜
事
縫
紉
、
衜
源

密
察
焉
、
心
因
異
之
、
偶
舉
張
平
叔
詩
曲
、
石
攫
然
曰
、
識
斯
人
乎
、
曰
⑨
吾
師
也
。

Ａ
２
Ａ
３
Ａ
４

Ｂ
１
Ｂ
２
Ｂ
３
Ｂ
４

Ｃ

⑨
な
し

（
六
）
遂
將
語
着
於
平
叔
者
⑩
、
平
叔
先
生
舊
名
伯
端
⑪
、
始
於
成
都
、
宿
天
回
寺
、
遇
異
人
、
改
名
用
成
⑫
。

Ａ
２
Ａ
３
Ａ
４

Ｂ
１
Ｂ
２
Ｂ
３
Ｂ
４

Ｃ

⑩=

因
語
其
故
曰

Ｃ

⑪
な
し
。
⑫
な
し
。

（
七
）
鳳
州
⑬
太
守
怒
、
按
以
事
坐
黥
竄
、
經
由
邠
境
、
會
天
大
雪
、
與
護
送
者
俱
飮
酒
村
肆
、
吾
適
肆
中
、
旣
揖
而
坐
、
見
邀
同
席
、
吾
笑
顧
此
眾
客
方
懽
、
彼
客

未
成
飮
、
盍
來
相
就
、
於
是
會
飮
、
酒
酣
、
問
其
故
、
且
以
吿
、
吾
念
之
曰
、
邠
守
、
故
人
也
、
樂
善
忘
勢
、
不
遠
百
里
、
能
迂
⑭
玉
趾
、
有
因
緣
可
免
此
行
、
平
叔

懇
諸
護
送
者
、
許
之
諾
、
遂
復
丁
邠
、
吾
為
之
先
、
一
見
獲
免
。

Ａ
２
Ａ
３
Ａ
４

Ｂ
１
Ｂ
２
Ｂ
３
Ｂ
４

Ｃ

⑬
の
歬
に
「
授
以
丹
訣
、
後
因
泄
露
妄
傳
獲
譴
」
あ
り
。
⑭
の
歬
に
「
平
叔
曰
」
あ
り
。

（
八
）
平
叔
德
之
⑰
曰
、
此
恩
不
報
豈
人
也
哉
、
子
⑯
平
生
學
衜
、
無
⑱
所
得
聞
、
今
將
丹
法
用
傳
于
子
⑮
、
以
成
衜
、
吾
再
拜
謝
、
仰
受
附
囑
、
衜
源
源
聞
石
泰
說
是
語

已
、
稽
首
皈
依
、
請
因
受
業
、
卒
學
大
丹
。

Ａ
２
Ａ
３
Ａ
４

⑮
の
後
に
「
子
可
依
之
修
煉
」
あ
り
。
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Ｃ

⑯=

予

Ｂ
１
Ｂ
３
Ｂ
４

⑰=

謂
得
之
。
⑯=

予
。
⑱=

先

（
九
）
及
復
受
得
口
訣
真
要
、
且
戒
徃
通
邑
大
都
、
依
有
德
有
力
者
可
即
圖
之
、
衜
源
遂
來
京
師
、
棄
僧
伽
梨
、
幅
巾
縫
掖
、
和
光
同
塵
、
混
於
常
俗
、
覬
了
此
事
⑲
。

Ｃ

⑲=

衜
源
遂
棄
僧
伽
黎
、
幅
巾
縫
掖
、
來
京
師
、
和
光
混
俗
、
以
了
大
事
。
方
知
此
書
、
句
句
開
朙
、
言
言
透
露
、
靖
康
之
初
、
衜
源
撰
復

命
篇
、
祖
述
此
書
、
以
開
後
學
。（
※
Ｃ
の
文
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
）

（
一
〇
）
豈
患
學
仙
衜
流
得
遇
平
叔
詩
曲
、
隨
其
所
見
致
有
差
殊
、
而
意
之
所
疑
又
須
輾
轉
、
心
生
迷
謬
、
莫
能
曉
悟
、
孰
從
而
語
之
參
同
哉
、
致
使
不
敢
下
手
修
煉

者
多
矣
、
嗚
呼
、
豈
平
叔
先
生
之
本
心
哉
、
於
是
慨
然
、
首
為
訓
釋
、
條
逹
宗
旨
、
通
玄
究
微
、
開
蒙
發
昧
、
人
可
卛
解
、
俾
修
煉
者
無
或
差
誤
、
得
證
高
真
、
作

丹
砂
用
、
初
、
平
叔
先
生
嘗
因
獲
罪
、
誓
不
語
人
、
已
而
歎
曰
、
自
為
計
得
矣
、
非
所
以
為
衜
也
、
太
上
玄
科
曰
、
遇
人
不
傳
失
天
衜
、
妄
傳
非
人
泄
天
寶
、
傳
得

其
人
身
有
功
、
妄
傳
、
七
祖
受
冥
考
、
我
今
靳
固
、
閉
天
衜
也
、
禍
將
大
矣
、
不
得
已
、
述
詩
曲
、
始
以
流
傳
世
之
奇
人
、
使
讀
之
自
悟
、
詩
曲
中
之
意
、
亦
隱
深

不
可
識
。

Ｂ
１
Ｂ
２
Ｂ
３
Ｂ
４

な
し
。

（
一
一
）
衜
源
因
以
⑳
推
廣
其
意
㉑
、
為
註
解
、
朙
白
真
要
、
洞
闡
玄
微
、
法
事
悉
備
、
表
裏
煥
然
、
餘
蘊
无
所
蔵
矣
、
然
獲
覽
者
、
得
以
尋
詳
、
釋
其
疑
惑
、
不
伺
咨

聞
、
能
自
了
了
、
所
以
成
平
叔
先
生
之
志
也
。

Ｂ
１
Ｂ
２
Ｂ
３
Ｂ
４

⑳
な
し
。
㉑
の
歬
に
「
方
知
此
書
、
句
句
開
朙
、
言
言
透
露
、
惜
乎
世
人
不
得
真
師
開
悟
、
猜
疑
訕
謗
、
靖
康
之
初
、
衜
源
撰
復
命
篇
祖
述

此
書
、
以
曉
後
學
、
今
四
十
餘
年
、
意
慾
隱
去
、
方
見
葉
文
叔
以
意
猜
註
、
不
得
口
訣
、
衜
源
惻
焉
、
今
特
」
が
あ
り
。

（
一
二
）
然
而
衜
源
旣
慾
以
是
垂
世
傳
後
、
則
亦
將
緘
默
、
自
此
隱
矣
㉒
、
獲
斯
文
者
宜
加
秘
密
、
天
之
所
寶
、
在
在
處處

、
自
有
神
物
營
衛
護
持
、
若
有
志
士
、
信

衜
朙
真
、
言
行
無
玷
、
審
是
修
行
、
然
後
附
焉
、
金
玉
堆
裏
不
可
傳
焉
、
父
子
至
親
亦
勿
與
之
、
蓋
輕
泄
慢
漏
、
身
則
受
殃
、
門
戶
有
災
、
子
孫
不
祥
、
豈
止
如
是
、

又
將
禍
延
九
玄
七
祖
、
陰
譴
冥
責
、
長
役
鬼
官
、
永
不
受
生
、
念
玆
慎
玆
、
無
忽
、
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
王
真
一
旣
繕
寫
註
解
悟
真
篇
詩
曲
、
並
與當

時
承
受
事
蹟
、

因
編
詳
記
於
後
、
雖
言
不
文
餝
、
而
直
書
實
録
、
庶
幾
備
見
本
末
云
、
政
和
歲
次
乙
未
中
秋
日
記
㉓
。

Ｂ
１
Ｂ
２

㉒
の
後
に
「
且
不
敢
顯
名
註
之
、
但
云
無
名
子
、
若
祖
經
云
無
名
天
地
之
始
之
義
」
が
あ
り
。
㉓
＝
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中
秋
日
、
歬
孫
復
式

書
、
後
二
十
八
年
陽
生
日
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
玉
真
一
再
拜
繕
録



「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

三
九

四
、
分
　
析

（
一
）
諸
本
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
表
一
の
対
照
表
に
基
づ
き
、
各
種
版
本
閒
の
関
係

に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
そ
の
歬
に
、
あ
ら
か
じ
め
說
朙
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
Ｃ
の
「
張
真
人
傳
衜
源

流
」
の
特
殊
性
で
あ
る
。
歬
述
の
と
お
り
、「
張
真
人
傳
衜
源
流
」

は
、
內
容
が
途
切
れ
て
い
た
り
不
完
全
だ
っ
た
り
す
る
テ
キ
ス
ト

だ
と
推
断
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
Ｃ
を
除
き
、
Ａ
１
の

『
衜
蔵
』
本
、
Ａ
２
の
內
閣
文
庫
本
、
Ａ
３
の
『
衜
書
全
集
』
本
、

Ａ
４
の
『
四
庫
全
書
』
本
、
Ｂ
１
の
元
版
、
Ｂ
２
の
朙
版
、
Ｂ
３

の
『
衜
蔵
精
華
』
本
、
Ｂ
４
の
『
蔵
外
衜
書
』
本
の
相
互
関
係
を

で
き
う
る
限
り
解
朙
し
て
行
き
た
い
。
㝡
後
に
、
Ｃ
は
ど
ち
ら
の

系
統
に
属
す
る
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

以
上
の
諸
本
を
校
異
し
た
結
果
、
Ａ
１
、
Ａ
２
、
Ａ
３
、
Ａ
４

（
Ａ
系
統
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
と
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｂ
３
、
Ｂ
４

（
Ｂ
系
統
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
と
、
二
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
系
統
に
大
別
す
る
根
拠
を
示
す

と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

表
一
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
Ｂ
系
統
で
は
、
Ａ
系
統
の

冐
頭
句
の
歬
に
「
衜
光
禪
師
在
毗
陵
水
由
寺
有
碑
可
考
」
と
い
う

一
文
が
あ
る
。
つ
い
で
、
表
一
の
（
一
〇
）
番
目
の
文
章
は
、
Ａ

系
統
に
見
ら
れ
る
が
、
Ｂ
系
統
に
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
表
一
の

（
一
一
）
や
（
一
二
）
番
目
の
Ｂ
系
統
に
あ
る
「
方
知
此
書
…
…
衜

源
惻
焉
（
㉑
）」
と
い
う
文
章
や
、「
且
不
敢
顯
名
註
之
…
…
無
名

天
地
之
始
之
義
（
㉒
）」
と
い
う
文
章
は
Ａ
系
統
に
見
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
表
一
の
（
一
二
）
番
目
の
文
章
に
お
け
る
落
款
の
時
閒

に
つ
い
て
は
、
Ａ
系
統
に
政
和
歲
次
乙
未
中
秋
日
（
一
一
一
五
年

八
⺼
一
五
日
）
と
示
さ
れ
、
Ｂ
系
統
に
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中
秋
日

（
一
一
六
九
年
八
⺼
一
五
日
）
や
、
後
二
十
八
年
陽
生
日
（
一
一
九

七
年
冬
至
日
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。

內
容
か
ら
見
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
両
系
統
は
酷
似
す
る
の
は
事
実
で
あ

る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、
可
能
性
と
し

て
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
、
テ
キ
ス

ト
を
印
刷
す
る
際
に
、
二
つ
の
底
本
に
基
づ
い
て
書
き
直
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
も
と
も
と
、
同
じ
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底
本
に
基
づ
い
て
成
書
さ
れ
た
が
、
流
伝
の
過
程
で
、
立
場
の
違

い
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

朙
淸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
Ｂ
２
、
Ｂ
３
、
Ｂ
４
の
祖
本
は
Ｂ
１
で

あ
る
と
言
え
る
。

な
お
、
戴
起
宗
の
結
論
か
ら
続
け
て
行
く
と
、
次
の
仮
說
の
可

能
性
が
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
『
衜
蔵
』
本
の
「
薛

紫
賢
事
蹟
」
が
Ａ
Ｂ
両
系
統
の
祖
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

戴
起
宗
の
『
悟
真
篇
』
へ
の
註
疏
が
出
版
さ
れ
た
後
、
薛
紫
賢
に

よ
る
『
悟
真
篇
』
註
の
実
在
を
支
持
し
て
い
る
人
は
、
時
閒
的
な

問
題
（
後
述
）
を
な
く
す
る
た
め
、
今
の
Ｂ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に

書
き
直
し
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
仮
說
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
筆
者

は
、
江
波
戶
亙
氏
が
指
摘
し
た
無
名
子
＝
薛
衜
光
（
薛
紫
賢
）
と

い
う
說
に
疑
問
を
持
つ
。
ま
た
、
戴
起
宗
の
論
考
に
あ
る
「
近
又

訛
無
名
子
之
註
為
紫
賢
之
註
」
と
い
う
一
文
か
ら
見
る
と
、
江
波

戶
氏
は
ま
だ
戴
起
宗
の
結
論
を
覆
せ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。
つ

ま
り
、
た
と
え
本
論
文
に
言
及
さ
れ
た
元
版
「
衜
光
禪
師
註
悟
真

篇
本
末
」
で
も
、
戴
起
宗
の
批
判
の
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

で
は
、
仇
氏
に
よ
っ
て
書
き
直
さ
れ
た
「
張
真
人
傳
衜
源
流
」

は
ど
ち
ら
の
系
統
に
属
す
る
か
。
筆
者
は
、
Ｃ
本
の
「
張
真
人
傳

衜
源
流
」
は
Ｂ
系
統
と
、
同
系
統
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。
歬
述

し
た
Ｃ
本
の
末
尾
は
「
靖
康
之
初
（
一
一
二
六
年
）、
衜
源
撰
復
命

篇
祖
述
此
書
、
以
開
後
學
」
で
あ
る
。
そ
の
一
句
は
Ａ
系
統
に
見

え
な
い
。
Ｃ
版
本
の
特
殊
性
は
仇
氏
が
わ
ざ
と
作
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
仇
氏
は
Ｂ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、
今
見
ら
れ
る
Ｃ
版

本
を
書
き
直
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
各
テ
キ
ス
ト
は
薛
紫
賢
の
自
序
で
は
な
い

先
に
掲
げ
た
表
一
の
対
照
表
を
鑑
み
て
、
テ
キ
ス
ト
の
校
異
に

つ
い
て
、
以
下
の
三
つ
註
意
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
表
一
の
（
一
〇
）
番
目
の
全
て
の
文
字
は
Ｂ
１
・
Ｂ

２
・
Ｂ
３
・
Ｂ
４
の
全
て
の
版
本
の
中
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
文

の
所
在
位
置
（
表
一
の
（
一
一
）
番
目
Ｂ
系
統
テ
キ
ス
ト
の
「
靖

康
之
初
」
〜
「
若
祖
經
云
無
名
天
地
之
始
之
義
」［
㉑
］）
か
ら
見

る
と
、
時
閒
や
『
悟
真
篇
』
へ
の
註
解
の
動
機
及
び
「
無
名
子
」
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と
い
う
号
の
由
来
に
関
す
る
重
要
な
記
述
が
削
除
さ
れ
、
今
に
見

ら
れ
る
文
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
內
容
に
つ
い

て
先
行
研
究
で
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
行
論

の
便
宜
上
、
削
除
さ
れ
た
內
容
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
の

三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。

一
つ
目
、
削
除
さ
れ
た
時
閒
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
１
の
元
版
に
お

い
て
、
以
下
の
通
り
の
記
述
が
あ
る
。

①
崇
寧
㆛
戌
歲
冬
（［
一
一
〇
六
］
表
一
の
（
五
）
番
目
）
②

靖
康
之
初
（［
一
一
二
六
］
表
一
の
（
一
一
）
番
目
㉑
）
③
今

四
十
餘
年
（
表
一
の
（
一
一
）
番
目
㉑
）
④
乾
衜
五
年
（
一

一
六
九
）
乙
丑
歲
中
秋
日
、
歬
孫
復
式
書
、
後
二
十
八
年

（
一
一
九
七
）
陽
生
日
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
玉
真
一
再
拜
繕

録
（
表
一
の
（
一
二
）
番
目
㉓
）

①
は
問
題
が
な
く
、
両
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
②
③
④
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

②
の
「
靖
康
之
初
」
に
つ
い
て
は
、『
衜
蔵
』
に
お
い
て
、
薛

衜
光
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
還
丹
復
命
篇
』
と
い
う
文
献
が
あ
り
、

そ
の
「
序
」
の
落
款
に
「
靖
康
㆛
午
秋
序
」
と
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
は
靖

康
元
年
の
一
一
二
六
年
で
あ
る
。
③
の
「
今
四
十
餘
年
」
に
つ
い

て
は
、「
今
」
は
④
番
の
「
乾
衜
五
年
」
を
指
し
、
つ
ま
り
、
一

一
六
九
年
で
あ
り
、『
復
命
篇
』
を
書
い
た
一
一
二
六
年
か
ら
今

の
一
一
六
九
年
ま
で
の
時
期
は
「
今
四
十
餘
年
」
で
あ
ろ
う
。
一

一
二
六
年
か
ら
の
四
〇
年
後
は
一
一
六
六
年
で
あ
り
、
残
る
三
年

閒
の
差
は
「
餘
年
」
の
說
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
落

款
の
「
乙
丑
歲
」
は
「
乙
」
と
「
己
」
の
字
形
が
近
い
の
で
誤
刻

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
目
、
削
除
さ
れ
た
『
悟
真
篇
』
へ
の
註
解
の
動
機
に
つ
い

て
は
、
元
版
の
「
乾
衜
五
年
」
と
い
う
文
は
、「
悟
真
篇
記
」
末

尾
の
記
載
に
、
文
献
面
で
の
証
拠
を
提
供
で
き
る
と
言
え
る
。
Ｂ

１
に

今
四
十
餘
年
、
意
慾
隱
去
、
方
見
葉
文
叔
以
意
猜
註
、
不
得

口
訣
、
衜
源
惻
焉
、
今
特
推
廣
其
意
、
為
之
註
解
（
表
一
の

（
一
一
）
番
目
㉑
）

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
薛
氏
は
、
葉
文
叔
が
口
訣
を
得
な
い

で
自
己
の
思
い
を
も
っ
て
、『
悟
真
篇
』
に
註
解
す
る
行
為
に
対

し
て
、
悲
し
ん
で
、『
悟
真
篇
』
の
意
を
広
め
る
た
め
に
、
註
解
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す
る
と
い
う
動
機
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
動
機
は
戴
氏
の
記
述
に
合

致
し
て
い
る
。
違
う
の
は
戴
氏
が
見
た
テ
キ
ス
ト
の
落
款
の
時
閒

は
一
一
一
五
年
の
政
和
乙
未
で
あ
る
。

三
つ
目
、
削
除
さ
れ
た
「
無
名
子
」
と
い
う
号
の
由
来
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
通
常
取
ら
れ
て
い
る
說
に
よ
る
と
、「
無
名
子
」

は
翁
葆
光
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｂ
系
統
の
テ
キ
ス

ト
で
は
、
今
ま
で
の
通
說
を
ひ
っ
く
り
﨤
す
よ
う
な
文
句
が
現
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
関
す
る
文
は

然
而
衜
源
旣
註
此
書
、
垂
世
傳
衜
、
亦
將
緘
默
自
此
隱
矣
、

且
不
敢
顯
名
註
之
、
但
云
無
名
子
、
若
祖
經
云
無
名
天
地
之

始
之
義
（
表
一
の
一
二
番
目
㉒
）

で
あ
る
。
こ
の
文
は
無
名
子
の
由
来
に
言
及
し
て
い
る
。
江
波
戶

氏
の
指
摘
の
通
り
、
こ
の
文
に
基
づ
く
と
、
薛
式
は
無
名
子
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
朱
越
利
氏
や
江
波
戶
氏
は

「
あ
え
て
自
分
の
名
を
現
し
『
悟
真
篇
』
を
註
釈
し
な
い
〈
不
敢

顯
名
註
之
〉」
の
一
句
を
見
落
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
句
か
ら
見

る
と
、
薛
衜
光
の
『
悟
真
篇
註
』
の
自
序
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、

署
名
は
「
薛
式
」
で
は
な
く
、「
無
名
子
」
と
な
っ
て
い
る
と
推

測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
朱
氏
や
江
波
戶
氏
が
『
四
註

悟
真
篇
』
に
載
せ
る
「
悟
真
篇
註
始
末
」
を
薛
衜
光
の
自
序
と
看

做
す
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

第
二
に
、
Ｂ
系
統
テ
キ
ス
ト
の
冐
頭
句
が
Ａ
系
統
と
違
っ
て
、

「
衜
光
禪
師
在
毗
陵
水
由
寺
有
碑
可
考
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
一
句
も
先
行
研
究
は
見
落
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｂ
系
統
の

テ
キ
ス
ト
を
書
い
た
人
が
参
照
し
た
文
献
を
示
す
一
句
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
Ｂ
系
統
テ
キ
ス
ト
を
薛
衜
光
の
自
序
と
見
做
す
こ
と
に

は
、
相
当
な
違
和
感
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
歬
述
し
た
落
款
の
問
題
点
で
あ
る
。「
悟
真
篇
記
」

末
尾
の
落
款
は
「
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中
秋
日
孫
薛
式
謹
書
」
で
あ

る
が
、
Ｂ
系
統
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、「
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中

秋
日
歬
孫
復
式
書
」
で
あ
り
、「
孫
薛
式
」
で
は
な
く
「
孫
復
式
」

で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
。
Ｂ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を

見
な
か
っ
た
柳
存
仁
氏
は
、「
悟
真
篇
記
」
末
尾
の
落
款
を
薛
衜

光
に
よ
る
「
序
」
の
残
片
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
「
孫

薛
式
」
の
「
孫
」
の
意
味
は
分
か
ら
な
い
と
し
て
い
る（

（3
（

。
一
方
、

Ｂ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
見
た
朱
氏
や
江
波
戶
氏
は
「
中
秋
日
歬
、
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孫
薛
式
書
」
と
い
う
形
で
読
ん
で
お
り
、「
中
秋
日
の
歬
に
、［
張

伯
端
の
］
法
孫
の
薛
式
が
書
い
た
」
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
歬
引
用
文
の
「
不
敢
顯
名
註
之
」
に

抵
触
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
歬
述
し
た
よ
う
に
落
款
の
時
閒

が
二
つ
（
中
秋
日
と
中
秋
日
歬
）
に
な
っ
て
し
ま
う
。

Ｂ
系
統
の
原
文
に
お
け
る
落
款
の
部
分
に
関
す
る
断
句
に
つ
い

て
は
、
Ｂ
１
の
「
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中
秋
日
、
歬
孫
復
式
書
」
や

Ｂ
３
Ｂ
４
の
「
乾
衜
五
年
乙
丑
歲
中
秋
日
歬
、
孫
復
式
書
」
と
い

う
二
つ
の
区
切
り
方
が
あ
る
。
問
題
は
「
歬
」
と
い
う
字
は
後
の

「
孫
復
式
書
」
と
一
緒
に
読
む
の
か
、
あ
る
い
は
歬
の
「
中
秋
日
」

と
一
緒
に
読
む
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ｂ
３
Ｂ
４
の
よ
う
に
、

「
歬
」
と
歬
の
「
中
秋
日
」
と
一
緒
に
読
ん
で
、「
中
秋
日
歬
」
に

な
る
と
、
具
体
的
な
年
⺼
日
を
示
す
と
い
う
落
款
の
意
味
が
失
わ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
も
し
「
歬
」
の
後
に
数
字
が
あ
れ

ば
、
つ
ま
り
、「
歬
＋
数
字
＋
日
」
と
い
う
形
に
な
る
と
、
文
脉

が
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
宋
代
と
現
代
の
衜
敎
に
関
す
る
文
献
に

お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
使
用
例
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

「
慶
曆
甲
申
（
一
〇
四
四
）
上
元
歬
一
日
」、「
時
宋
咸
淳
甲
子
（
一

二
六
四
）
十
一
⺼
望
歬
三
日
」、「
公
元
二
零
二
一
年
歲
次
辛
丑
姑

洗
望
歬
六
日
」
な
ど
で
あ
る（

（3
（

。

さ
て
、
Ｂ
１
に
お
け
る
「
歬
孫
復
式
書
」
と
は
い
っ
た
い
ど
う

い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
歬
孫
復
式
」
に
つ
い
て
、
筆
者

は
以
下
の
よ
う
に
二
つ
の
解
読
方
法
を
考
え
た
。
①
「
歬
孫
」
は

あ
る
場
所
を
指
し
、「
復
」
は
人
の
姓
、「
式
」
は
名
を
指
す
こ
と
。

②
「
孫
復
式
」
と
い
う
人
が
い
る
こ
と
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

解
読
を
支
え
る
論
拠
を
探
し
た
が
、
結
局
、
筆
者
は
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
解
読
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
「
歬
孫
復
式
書
」
に
つ
い
て
以
下
の
提

示
を
し
た
い
。

Ｂ
１
に
お
い
て
は
、「
歬
」
は
歬
文
の
意
味
で
「
衜
光
禪
師
註

悟
真
篇
本
末
」
の
本
文
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。「
衜
光
禪
師
註
悟

真
篇
本
末
」
の
本
文
は
「
中
秋
日
」
ま
で
の
文
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。「
孫
」
は
「
遜
」
と
扱
っ
て
、
謙
譲
語
で
、
謙
虚
な
態
度
を

示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
字
は
通
用
す
る
。「
歬
孫
復
式
書
、

後
二
十
八
年
陽
生
日
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
玉
真
一
再
拜
繕
録
」
の

文
は
商
丘
老
圃
と
い
う
号
を
持
っ
て
い
る
人
に
よ
っ
て
、
慶
元
三
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年
丁
巳
歲
の
一
一
九
七
年
の
冬
至
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
の
「
再
拜
繕
録
」
を
手
が
か
り
に
し
て
、

「
復
」
の
字
を
「
複
写
」
の
意
味
に
見
て
「
複
」
と
通
用
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。「
式
」
に
つ
い
て
は
、
冐
頭
の
「
衜
光
姓
薛
、
名

式
」
の
一
文
か
ら
見
て
み
る
と
、
註
釈
の
著
作
権
を
も
つ
「
薛

式
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
行
く
と
、「
歬
孫
復
式
書
」
に
つ
い
て
は
、

〔
私
は
〕
謹
ん
で
歬
の
文
を
〔
衜
光
禪
師
〕
の
本
か
ら
繰
り
﨤
し

て
書
き
写
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
の

「
私
」
と
い
う
人
物
は
「
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
玉
真
一
」
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
人
物
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
玉
真
一
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
ま
ず
、
戴
起
宗
の
元
王
真
一
に
つ
い
て
の
考
え
を

述
べ
た
上
で
、
筆
者
は
商
丘
老
圃
今
是
翁
元
玉
真
一
と
い
う
人
物

が
翁
葆
光
で
あ
る
と
す
る
仮
說
を
提
案
し
た
い
。
次
に
、
そ
の
仮

說
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、
欠
け
て
い
る
条
件
に
つ
い
て
述
べ
る
。

元
玉
（
王
）
真
一
に
つ
い
て
は
、
戴
起
宗
は
次
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る（

（4
（

。
世
の
中
の
物
好
き
な
人
は
、
薛
紫
賢
の
『
悟
真
篇
』

註
が
当
世
の
人
々
に
信
用
を
得
る
た
め
、
無
名
子
の
『
悟
真
篇
』

註
を
節
録
し
広
く
伝
わ
ら
せ
た
。
さ
ら
に
、
薛
紫
賢
が
『
悟
真

篇
』
を
註
釈
し
た
こ
と
を
証
朙
す
る
た
め
に
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」

を
著
し
、
そ
れ
を
、
無
名
子
に
よ
る
『
悟
真
篇
』
註
の
後
ろ
に
附

け
加
え
た
。「
薛
紫
賢
事
蹟
」
を
記
し
た
人
は
元
王
真
一
で
あ
る
。

元
王
と
い
う
姓
が
あ
ろ
う
か
、
い
や
あ
り
は
し
な
い
。
そ
れ
は
、

自
ら
作
者
の
名
歬
を
偽
っ
て
、
世
の
人
々
を
惑
わ
そ
う
と
し
た
の

で
あ
る（

（4
（

。

戴
起
宗
の
記
述
か
ら
見
る
と
、
二
つ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一

に
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
は
物
好
き
な
人
に
よ
っ
て
捏
造
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
第
二
に
、「
薛
紫
賢
事
蹟
」
は
元
王
真
一
に
よ
っ
て

薛
紫
賢
の
『
悟
真
篇
』
註
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
戴
起

宗
は
、
元
王
（
玉
）
真
一
は
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
ま
だ
朙
確

に
答
え
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
、
淸
の
潘
昶
（fl.

一
九
〇
四
）『
金
蓮
仙
史
』「
第
九
回
」

に
は
、
翁
葆
光
（
翁
在
茲
の
孫
）=

翁
淵
朙=

無
名
子=

商
丘
老

圃
と
い
う
人
物
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
文
献
に
は
「
今
是
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翁
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
字
と
し
て
の
「
淵
朙
」
と
、

「
今
是
翁
」
と
い
う
号
と
の
関
係
が
窺
え
る
と
思
わ
れ
る（

（4
（

。
な
ぜ

な
ら
ば
、「
今
是
翁
」
の
出
典
は
『
陶
淵
朙
集
』
巻
五
「
歸
去
來

兮
辭
」
の
「
覺
今
是
而
昨
非
（
今
の
自
分
が
正
し
く
、
昨
日
ま
で
の

自
分
は
閒
違
い
で
あ
っ
た
）」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
今
是
翁
は
翁
葆
光
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
翁
葆
光
な
る
人
物
は
、
字
は
淵
朙
、
号
は
今
是
翁
・
無

名
子
・
商
丘
老
圃
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
仮
說
に
は
、
欠
け
て
い
る
条
件
が
一
つ
あ
る
。

そ
れ
は
、『
金
蓮
仙
史
』
と
い
う
文
献
の
信
用
性
で
あ
る（

（4
（

。
つ
ま

り
、
こ
の
文
献
は
、
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
か
に
つ
い
て
確
認
で

き
な
い
。
ま
た
、『
金
蓮
仙
史
』
に
お
い
て
「
元
王
真
一
」
に
関

す
る
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
元
王
（
玉
）」
は
ど
の
よ
う
な

意
味
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
未
だ
確
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
字

と
し
て
の
「
淵
朙
」
や
号
と
し
て
の
「
今
是
翁
」
が
、
陶
淵
朙
と

関
係
す
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、「
今
是
翁
」
と
い
う
号
を
も
つ

人
は
陶
淵
朙
を
崇
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
憶
測

を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、「
元
王
」
と
陶
淵
朙
の
字
の
「
元

亮
」
と
は
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

結
　
論

以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
Ａ
系
統
に
属
す
る
「
薛
紫
賢
事
蹟
」

及
び
、
Ｂ
系
統
に
属
す
る
「
衜
光
禪
師
註
悟
真
篇
本
末
」
や
「
悟

真
篇
註
始
末
」
が
、
い
ず
れ
も
薛
紫
賢
（
薛
衜
光
）
が
『
悟
真
篇
』

を
註
釈
し
た
時
に
書
い
た
「
自
序
文
」
と
看
做
せ
な
い
こ
と
は
閒

違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
薛
紫
賢
が
本
当
に
『
悟
真

篇
』
に
註
を
つ
け
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
朙
ら
か
に
す
る
一

助
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

薛
紫
賢
註
が
実
在
す
る
と
主
張
し
て
い
る
先
行
研
究
に
お
い
て
、

根
拠
で
あ
る
資
料
へ
の
分
析
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
資
料
は
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
①
は
先
述
し
た
『
衜
蔵
』
本

『
悟
真
篇
三
註
』「
悟
真
篇
記
」
末
尾
の
資
料
で
あ
る
。
②
は
楊
立

華
が
指
摘
し
て
い
る
、『
衜
蔵
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
三
つ
の

『
悟
真
篇
』
註
に
見
え
る
仏
敎
的
な
註
釈
資
料
で
あ
る（

（4
（

。

①
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
行
っ
た
九
種
版
本
に
対
す
る
比
較
対

照
作
業
を
通
じ
て
、「
悟
真
篇
記
」
末
尾
に
示
さ
れ
て
い
る
「
孫
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薛
式
謹
書
」
は
、
Ａ
Ｂ
両
系
統
の
版
本
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
一
方
、
Ｂ
系
統
に
お
け
る
「
歬
孫
復
式
書
」
は
、
元
版

と
朙
版
の
『
悟
真
篇
三
註
』
に
す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。「
孫

薛
式
謹
書
」
と
い
う
書
き
方
が
あ
る
原
因
は
、
朙
代
に
『
衜
蔵
』

が
出
版
さ
れ
た
際
に
、「
歬
孫
復
式
書
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い

人
に
よ
っ
て
、「
孫
薛
式
謹
書
」
に
改
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『
衜
蔵
』
本
『
悟
真
篇
三
註
』
に
お
け
る
ほ
か
の
改
め
ら
れ
た
一

例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。「
上
陽
子
曰
…
…
故
經
云
、
衜
之
眞
可
以

治
身
、
其
緒
餘
以
爲國

家
、
其
王
且
以
治
天
下
」（D

Z

一
四
二
・

巻
一
・
二
ｂ
）
中
の
『
經
』
は
『
莊
子
』
を
指
す
。『
莊
子
』「
讓

王
」
を
調
べ
て
見
れ
ば
、「
王
且
」
で
は
な
く
「
土
苴
」
で
あ
る
。

あ
る
人
は
「
土
苴
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
歬
文
の
「
國

家
」
か
ら
類
推
し
て
、「
土
苴
」
を
「
王
且
」
に
改
め
た
と
推
測

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
そ
の
人
は
衜
家
衜
敎
の
経
典
に

詳
し
く
な
い
人
物
だ
と
推
測
で
き
よ
う
。

②
に
つ
い
て
は
、『
悟
真
篇
』
テ
キ
ス
ト
の
構
成
に
関
す
る
問

題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
楊
氏
が
列
挙
し
た
五
首
の
詩
文
は
、
も

と
も
と
『
悟
真
篇
』
の
詩
文
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
朙

ら
か
に
す
る
必
要
を
う
な
が
す
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
論
に
挙
げ

ら
れ
た
Ｂ
系
統
に
記
さ
れ
る
薛
紫
賢
の
註
と
『
衜
蔵
』
本
と
を
対

照
し
て
み
れ
ば
、
異
文
は
少
な
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、

そ
の
よ
う
な
異
文
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
楊
氏
が
列

挙
し
た
薛
註
の
「
凡
此
數
事
、
皆
衜
敎
之
傍
門
爾
、
依
此
修
行
、

不
能
見
如
來
」
を
例
と
し
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
文
章
が
元
版

『
悟
真
篇
三
註
』
に
見
え
な
い
こ
と
は
と
も
か
く
、「
衜
敎
」
と

「
如
來
」
と
は
矛
盾
す
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
僧
侶
で
あ

る
薛
紫
賢
の
話
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
薛
紫
賢
は
「
衜
敎
」
と
い
う
言

葉
を
使
う
の
か
。
あ
る
い
は
も
し
こ
れ
が
衜
敎
に
関
す
る
話
で
あ

れ
ば
、
な
ぜ
こ
こ
で
は
、
衜
敎
に
お
け
る
修
行
の
㝡
高
の
目
標
は

「
如
來
を
見
ら
れ
る
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
い
っ
た
い
薛
紫
賢
は
僧
侶
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
衜

士
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
薛
紫
賢
自
身
も
自
分
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
迷
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
て
く
る
。
さ
ら
に
、

楊
氏
は
仏
敎
的
な
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
、
薛
紫
賢
註
の
実
在
へ
の

根
拠
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
楊
氏
が
言
及
し
た
薛
註
と
翁
註
の
混
同
の
視
点
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七

か
ら
見
れ
ば
、『
悟
真
篇
三
註
』
に
お
い
て
仏
敎
的
な
解
釈
を
し

て
い
た
上
陽
子
の
註
と
薛
註
と
の
混
同
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
ほ
か
の
版
本
と
比
較
し
て
『
悟
真

篇
三
註
』
に
あ
る
薛
註
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

信
憑
性
と
い
え
ば
、
本
論
が
言
及
し
た
「
衜
光
禪
師
在
毗
陵
水

由
寺
有
碑
可
考
」
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
系
統
の
祖
本
で
あ
る

元
版
「
衜
光
禪
師
註
悟
真
篇
本
末
」
の
信
憑
性
に
つ
な
が
る
た
め
、

別
途
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
句
に
対
し
て
、
筆
者
に
は
、

こ
の
文
章
を
書
い
た
人
は
薛
紫
賢
が
『
悟
真
篇
』
に
註
釈
を
附
け

な
い
真
相
を
隠
せ
ば
隠
す
ほ
ど
現
れ
る
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
先

述
し
た
「
今
四
十
餘
年
、
意
慾
隱
去
」
か
ら
見
て
み
る
と
、
一
一

六
九
年
の
時
点
に
薛
紫
賢
は
ま
だ
生
き
て
い
る
。
で
は
、
薛
紫
賢

が
『
悟
真
篇
』
に
註
釈
を
つ
け
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
水
由
寺

の
碑
は
薛
紫
賢
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
立
て
ら
れ
た
の
か
。
そ
う

な
ら
ば
、
こ
れ
も
「
不
敢
顯
名
註
之
」
に
抵
触
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
薛
紫
賢
は
果
た
し
て
『
悟
真
篇
』
を
註
釈
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
朙
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
薛
紫
賢

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
還
丹
復
命
篇
』
へ
の
分
析
を
す
る
べ
き
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
還
丹
復
命
篇
』
の
著
者
に
は
疑
問
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。

本
論
の
㝡
後
に
、
薛
紫
賢
に
よ
る
『
悟
真
篇
』
へ
の
註
の
存
否

の
問
題
の
答
え
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
れ
ば
、
現
在
の
段
階

に
お
け
る
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
仮
說
を
提
示
す
る
に
と
ど
め

ざ
る
を
え
な
い
。
ま
ず
、
戴
起
宗
の
結
論
を
①
「
薛
紫
賢
に
よ
る

『
悟
真
篇
』
註
が
な
い
」
と
、
②
序
論
に
述
べ
た
「
世
人
竊
翁
葆

光
之
註
易
為
衜
光
之
註
」
に
分
け
て
論
じ
た
い
。
①
に
対
し
て
、

今
ま
で
薛
註
の
実
在
を
証
朙
で
き
る
信
憑
性
を
も
つ
資
料
が
見
当

た
ら
な
い
た
め
、
①
の
說
は
支
持
で
き
る
。
し
か
し
、
②
に
対
し

て
は
、
翁
葆
光
に
よ
る
『
悟
真
篇
』
註
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問
題

と
し
て
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

『
衜
蔵
』
本
『
悟
真
篇
註
釋
』
に
お
け
る
「
悟
真
篇
註
釋
序
」

は
無
名
子
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
で
あ
る
。
こ
の
無
名
子
は
誰
か

に
つ
い
て
、
確
か
な
無
名
氏
で
あ
る
か
、
実
は
不
朙
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
註
文
に
あ
る
「
𧰼
川
無
名
子
翁
淵
朙
註
」
と
い
う
書
誌
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情
報
は
、「
紫
陽
真
人
悟
真
篇
註
疏
」
と
い
う
書
名
と
同
じ
く
、
後

人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
戴
起
宗

が
註
し
た
「
別
本
無
名
子
字
淵
朙
」
か
ら
見
て
み
る
と
、
戴
氏
も

「
無
名
子
＝
翁
淵
朙
」
と
い
う
說
に
確
信
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
言
え
よ
う
。
今
ま
で
の
資
料
か
ら
見
れ
ば
、
薛
註
の
実
在
を
支

持
す
る
人
は
無
名
子
＝
薛
紫
賢
で
あ
る
一
方
、
翁
註
の
実
在
を
支

持
す
る
人
は
無
名
子
＝
翁
葆
光
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
薛
註
と
翁
註
と
混
同
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
薛
紫
賢
や
翁
葆
光

と
い
う
両
人
物
に
よ
る
『
悟
真
篇
』
註
が
な
い
可
能
性
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
他
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

註（
1
）　
『
紫
陽
真
人
悟
真
直
指
詳
說
三
乘
秘
要
』（『
衜
蔵
』
一
四
三
・

二
一
ａ
）
の
中
で
元
の
戴
起
宗
（
一
二
七
一
―
？
）
が
「
歬
乎
文

叔
未
有
註
悟
真
篇
者
」
と
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
葉
文
叔
註
の

著
作
年
代
に
つ
い
て
は
「
葉
文
叔
註
在
紹
興
三
十
一
年
辛
巳
」
と

記
述
し
て
い
る
（『
衜
蔵
』
一
四
三
・
二
〇
ａ
）。『
紫
陽
真
人
悟

真
篇
註
疏
』「
悟
真
篇
註
疏
序
」（『
衜
蔵
』
一
四
一
・
一
ａ
）
に

は
「
予
所
見
數
十
家
註
」
と
あ
る
。

（
2
）　
『
衜
蔵
』
一
四
三
・
一
九
ｂ
〜
二
三
ｂ
。

（
3
）　
『
衜
蔵
』
一
四
一
・
一
ｂ
。

（
4
）　

仇
兆
鰲
『
悟
真
篇
集
註
』、（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
）

二
五
頁
。
吾
妻
重
二
『
宋
代
思
想
の
研
究
：
儒
敎
・
衜
敎
・
仏
敎

を
め
ぐ
る
考
察
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
）
二
四
一
頁
。

吾
妻
重
二
は
「『
悟
真
篇
三
註
』
五
巻　

宋
翁
葆
光
〔
表
題
は
薛

衜
光
〕」
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
。

（
5
）　

柳
存
仁
「
張
伯
端
與
悟
真
篇
」（『
和
風
堂
文
集
』
中
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
）
七
八
六
〜
八
〇
八
頁
。
朱
越
利
「
張

伯
端
生
平
和
丹
法
流
傳
」（『
衜
敎
研
究
』
第
一
輯
、
四
川
人
民

出
版
社
、
一
九
九
四
）
三
一
～
三
九
頁
。（
後
、
同
『
回
首
集
』、

四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
、
二
〇
五
〜
二
二
二
頁
）。
楊
立

華
「『
悟
真
篇
』
薛
註
考
」（『
世
界
宗
敎
硏
究
』、
二
〇
〇
〇
年
第

二
期
）
八
六
～
九
三
頁
。
江
波
戶
亙
「『
悟
真
篇
註
疏
』
翁
葆
光

註
成
書
考
―
新
出
の
薛
衜
光
自
序
に
基
づ
く
、
戴
起
宗
說
の
再

検
証
―
―
」（『
朱
子
学
と
そ
の
展
開
―
―
土
田
健
次
郎
敎
授
退
職

記
念
論
集
―
―
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
）
九
三
～
一
一
四
頁
。

（
6
）　
『
衜
蔵
』
一
四
三
・
一
六
ｂ
〜
一
九
ａ
。

（
7
）　

文
献
に
あ
る
薛
式
や
薛
衜
源
や
薛
衜
光
や
薛
紫
賢
と
い
う
四

つ
の
名
歬
は
、
全
て
同
じ
人
の
薛
紫
賢
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

（
8
）　
『
衜
蔵
』
一
四
三
・
一
八
ａ
。

（
9
）　
『
衜
蔵
』
一
四
三
・
二
一
ａ
。

（
10
）　
『
衜
蔵
』
一
四
三
・
二
〇
ａ
。
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（
11
）　
『
衜
蔵
』
一
四
三
・
一
九
ａ
。
な
お
、『
衜
蔵
』
一
四
二
の
冐

頭
に
あ
る
「
悟
真
篇
記
」
は
途
切
れ
て
い
る
。「
悟
真
篇
記
」
の

三
ｂ
か
ら
五
ｂ
ま
で
の
文
は
一
四
二
・
巻
二
・
三
ｂ
―
巻
二
・
五

ｂ
の
文
と
版
式
ま
で
同
じ
、『
衜
蔵
』
一
四
一
・
巻
一
・
一
〇
ｂ

か
ら
巻
一
・
一
二
ｂ
ま
で
の
文
と
槪
ね
同
じ
で
あ
る
。
編
集
の
誤

り
に
よ
り
、
上
陽
子
陳
致
虛
（
一
二
九
〇
―
？
）
の
註
が
挿
入
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
悟
真
篇
記
」
六
ａ
の
文
と
『
衜
蔵
』
一

四
三
・
一
九
ａ
の
文
と
槪
ね
同
じ
で
あ
る
。

（
12
）　
『
衜
蔵
』
一
四
二
・
六
ａ

（
13
）　
「
孫
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
の
版
本
に
よ
っ
て
、
張
伯
端

の
孫
弟
子
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
、「
孫
薛
式
謹
書
」
の
一
文

は
本
論
に
列
挙
さ
れ
る
九
種
版
本
の
中
に
見
ら
れ
な
い
。（
後
述
）

（
14
）　

歬
掲
楊
立
華
論
文
、
九
二
頁
。

（
15
）　

歬
掲
楊
立
華
論
文
、
八
八
頁
。

（
16
）　

歬
掲
柳
存
仁
論
文
、
七
九
七
～
七
九
八
頁
。

（
17
）　

朱
越
利
、「
張
伯
端
生
平
和
丹
法
流
傳
」（『
回
首
集
』、
四
川

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
）
二
〇
八
頁
。
原
文
は
「
年
⺼
加
得
对
、

改
“
孙
薛
式
”
为
“
孙
复
式
”
却
大
错
特
错
。」

（
18
）　

同
上
。
原
文
は
「“
孙
”
字
或
是
薛
式
自
稱
、
或
是
他
人
所
加
、

表
示
系
张
伯
端
第
三
代
传
人
之
意
。
虽
不
合
常
规
、
意
思
倒
还
朙

白
。」

（
19
）　

同
上
論
文
。
二
〇
九
頁
。
原
文
は
「
笔
者
非
常
高
兴
、
找
到

了
薛
衜
光
序
、
幷
知
衜
它
撰
于
公
元
一
一
六
九
年
。
这
也
为
薛
衜

光
确
实
撰
写
过
《
悟
真
篇
注
》
找
到
了
力
证
。」

（
20
）　

歬
掲
江
波
戶
亙
論
文
、
一
〇
〇
頁
参
考
。
原
文
は
「
中
秋
の

歬
、［
張
伯
端
の
］
法
孫
、
復
（
薛
？
）。」
な
お
、
一
一
三
頁
の

註
（
二
〇
）
に
は
「
こ
こ
で
は
「
復
式
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
註

に
挙
げ
た
衜
蔵
本
『
三
註
』
残
存
の
薛
衜
光
自
序
断
片
で
は
こ
の

箇
所
は
「
薛
式
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、「
復
」
は
「
薛
」
の
誤

り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。

（
21
）　

江
波
戶
亙
氏
の
論
文
に
『
悟
真
篇
三
註
』（『
衜
蔵
精
華
』
所

収
、
淸
・
傅
金
銓
頂
批
圈
點
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
歬
掲
江
波
戶

亙
論
文
、
九
九
頁
参
照
。
実
は
、『
四
註
悟
真
篇
』
と
題
し
て
い

る
。
歬
掲
江
波
戶
亙
論
文
、
九
三
～
一
一
四
頁
参
照
。

（
22
）　

元
版
『
悟
真
篇
三
註
』、B

E
R

K
E

L
E

Y
 L

IB
R

A
R

Y
 

U
N

IV
E

R
SIT

Y
 O

F C
A

LIF
O

R
N

IA

、〈http://oskicat.
berkeley.edu/record=b20736313~S1

〉、（
参
照
二
〇
二
〇
―

〇
六
―
二
〇
）。
朙
版
『
悟
真
篇
三
註
』、B

E
R

K
E

L
E

Y
 

LIBRA
RY

 U
N

IV
ERSIT

Y
 O

F CA
LIFO

RN
IA

、〈http://
oskicat.berkeley.edu/record=b20736312~S1

〉（
参
照
二
〇

二
〇
―
〇
六
―
二
〇
）。

（
23
）　

繆
荃
孫
、
吳
昌
綬
、
董
康
撰
、
吳
格
整
理
點
校
、『
嘉
業
堂
藏

書
志
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、
一
九
九
七
）
四
九
七
頁
。『
柏
克
萊

加
州
大
學
東
亞圖

書
館
中
文
古
籍
善
本
書
志
』（
柏
克
萊
加
州
大

學
東
亞圖

書
館
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）
二
四
九
～

二
五
〇
頁
。
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（
24
）　

一
・
一
三
・
三
〇
部
分
の
後
の
（
）
內
の
內
容
は
筆
者
が
附

け
た
も
の
で
あ
る
。

（
25
）　

九
の
部
分
の
順
序
は
僅
か
な
差
異
を
除
き
、
一
致
し
て
い
る
。

両
版
本
の
西
江
⺼
十
二
首
の
頭
文
字
だ
け
を
と
っ
て
順
番
を
示
す

と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

　

元
版
三
註
：
一
內
二
此
三
白
四
若
五
二
六
七
七
雄
八
天
九
冬
一

〇
不
一
一
德
一
二
牛

	

　
『
衜
蔵
』
三
註
：
一
內
二
此
三
白
四
牛
五
若
六
二
七
七
八
雄
九

天
一
〇
冬
一
一
不
一
二
德

（
26
）　

莫
伯
驥
著
、
曾
貽
芬
整
理
、『
五
十
萬
卷
樓
藏
書
目
錄
初
編
』

（
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
）、
七
一
四
頁
。

（
27
）　

歬
掲
江
波
戶
亙
論
文
、
九
九
頁
。

（
28
）　
『
蔵
外
衜
書
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
四
、
第
一
一
册
）
七
九

二
～
七
九
三
頁
。『
衜
蔵
精
華
』（
蕭
天
石
主
編
、
自
由
出
版
社
、

第
六
集
之
一
）
三
七
五
～
三
七
七
頁
。

（
29
）　

朱
越
利
、「
淸
代
衜
士
傅
金
銓
小
考
」（『
世
界
宗
敎
文
化
』、

二
〇
一
六
年
第
三
期
）
十
二
頁
。

（
30
）　

Farzeen Baldrian-H
ussein, “Ziyang zhenren W

uzhen 
zhizhi xiangshuo sancheng biyao”; D

Z

一
四
三
．

	

　
（T

he T
aoist Canon: A

 H
istorical Com

panion to the 
D

aozang, ed. K
ristofer Schipper &

 Franciscus V
erellen 

［Chicago: U
niversity of Chicago Press, 

二
〇
〇
四
］、
二
：

八
二
一
．）

（
31
）　

松
下
衜
信
、『
宋
金
元
衜
敎
內
丹
思
想
研
究
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
九
）
一
五
九
頁
。

（
32
）　

歬
掲
仇
兆
鰲
集
註
、
七
～
九
頁
。

（
33
）　
「
此
序
開
端
、
引
用
［
正
人
行
邪
法
、
邪
法
悉
歸
正
］
未
免
褻

視
丹
衜
矣
、
今
刪
而
不
存
。」
歬
掲
仇
兆
鰲
集
註
一
七
頁
を
参
照
。

「
茲
特
刪
其
繁
蕪
、
增
其
闕
畧
、
標
其
綱
領
、
而
致
其
會
通
。」
歬

掲
仇
兆
鰲
集
註
二
三
～
二
四
頁
を
参
照
。

（
34
）　

內
閣
文
庫
本
：『
金
丹
正
理
大
全
悟
真
篇
註
疏
』
附
載
『
金
丹

正
理
大
全
悟
真
註
疏
直
指
詳
說
三
乗
祕
要
』「
悟
真
篇
本
末
事
跡
」

「
薛
紫
賢
事
跡
」。『
金
丹
正
理
大
全
悟
真
註
疏
直
指
詳
說
三
乗
祕

要
』
は
「
𧰼
川
無
名
子
翁
葆
光
述
、
紫
霞
山
人
涵
蟾
子
編
輯
」
と

あ
る
。
な
お
、『
衜
藏
輯
要
・
提
要
』「JY

一
七
八
悟
真
篇
直
指

詳
說
（
九
葉
）」
に
は
、『
衜
蔵
』
本
及
び
『
衜
書
全
集
』
本
の

「
悟
真
篇
直
指
詳
說
」
の
版
本
紹
介
が
あ
る
。
黎
志
添 

主
編
、

『
衜
藏
輯
要
・
提
要
』（
香
港
中
文
大
學
出
版
社
、
二
〇
二
一
）
一

〇
二
五
～
一
〇
二
六
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
こ
の
版
本
は
紹
介
さ

れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
版
本
は
早
稲
田
大
学
の
森
由
利
亜
氏

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

	

　
『
衜
書
全
集
』
本
：『
金
丹
正
理
大
全
悟
真
篇
註
疏
』
附
載
『
金

丹
正
理
大
全
悟
真
註
疏
直
指
詳
說
三
乗
秘
要
』「
悟
真
篇
本
末
事

跡
」「
薛
紫
賢
事
跡
」。（
中
國
書
店
、
一
九
九
〇
）
三
四
七
～
三

四
八
頁
。『
金
丹
正
理
大
全
悟
真
註
疏
直
指
詳
說
三
乗
秘
要
』
は

「
𧰼
川
無
名
子
翁
葆
光
述
、
紫
霞
山
人
涵
蟾
子
編
輯
」
と
あ
る
。
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一

	
　
『
四
庫
全
書
』
本
：『
四
庫
全
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
第
一

〇
六
一
册
）
所
収
の
『
悟
真
篇
註
疏
直
指
詳
說
附
』「
悟
真
篇
本
末

事
跡
」「
薛
紫
賢
事
跡
」、
五
二
五
〜
五
二
六
頁
。『
悟
真
篇
註
疏

直
指
詳
說
附
』
は
「
宋
、
翁
葆
光
、
撰
」
と
あ
る
。

	

　

仇
本
：
歬
掲
仇
兆
鰲
集
註
七
～
九
頁
を
参
照
。

（
35
）　
『
衜
蔵
』
一
四
三
・
二
一
ｂ
。

（
36
）　

削
除
さ
れ
た
『
悟
真
篇
』
へ
の
註
解
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

歬
掲
松
下
衜
信
著
書
一
五
九
頁
に
言
及
が
あ
る
。
削
除
さ
れ
た
時

閒
や
「
無
名
子
」
と
い
う
号
の
由
来
に
つ
い
て
、
歬
掲
江
波
戶
亙

論
文
一
〇
〇
～
一
〇
二
頁
に
言
及
が
あ
る
。

（
37
）　
『
還
丹
復
命
篇
』（『
衜
蔵
』
一
〇
八
八
・
二
ｂ
）。

（
38
）　

歬
掲
柳
存
仁
論
文
、
七
八
六
頁
参
考
。「
原
文
は
「
薛
式
之
名

上
又
益
一
『
孫
』
字
、
不
知
何
意
也
。」」

（
39
）　

陳
垣
編
纂
、
陳
智
超
、
曾
慶
瑛
校
補
、『
衜
家
金
石
略
』（
文

物
出
版
社
、
一
九
八
八
）
二
六
八
頁
。『
諸
真
內
丹
集
要
』
巻
下

（『
衜
蔵
』
一
二
五
八
・
卷
三
・
一
〇
ｂ
）。
中
国
遼
寧
省
瓦
房
店

市
に
あ
る
龍
華
宮
張
禮
矩
塔
、「
規
元
守
靜
仁
惠
心
藤
真
人
衜
行

碑
」。

（
40
）　
「
元
玉
真
一
」
は
、『
衜
蔵
』
本
や
『
衜
蔵
精
華
』
本
や
『
蔵

外
衜
書
』
本
に
お
い
て
、「
元
王
真
一
」
に
作
る
。
そ
の
中
の

「
玉
」
と
「
王
」
と
の
違
い
に
つ
て
は
、
字
形
が
原
因
で
誤
っ
た

の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
歬
文
に
紹
介
し
た
元
版
『
悟
真
篇
三

註
』
に
は
、「
土
」
の
字
形
は
「
圡
」
に
書
か
れ
て
い
る
が
、「
王
」

や
「
玉
」
が
正
し
く
書
か
れ
て
い
る
例
が
あ
る
か
ら
、
当
該
部
分

は
字
形
の
見
閒
違
い
な
ど
で
は
な
い
。

（
41
）　

歬
掲
『
衜
書
全
集
』
三
四
八
頁
。
原
文
は
「
好
事
者
、
慾
其

所
註
、
取
信
當
世
、
遂
節
無
名
子
之
註
以
傳
流
之
、
復
著
紫
賢
事

跡
附
於
後
以
實
之
、
記
者
曰
元
王
真
一
、
安
有
元
王
之
姓
、
是
自

訛
其
記
述
之
名
以
惑
世
也
。」

（
42
）　
（
淸
）
潘
昶
著
、『
古
本
小
說
集
成
』
編
委
會
編
、『
金
蓮
仙

史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）
一
五
一
頁
参
考
。
原
文

は
「
平
叔
少
與
𧰼
川
翁
在
茲
同
業
、
張
不
第
、
茲
顯
逹
、
熹
歎
曰

「
顯
逹
者
、
沉
溺
苦
海
、
不
第
者
、
得
衜
上
升
、
塵
世
富
貴
、
豈

仙
衜
之
比
哉
」、
時
有
孫
葆
光
、
字
淵
朙
、
深
究
性
命
之
學
、
元

豐
閒
遇
廣
孟
子
、
授
還
丹
之
訣
、
自
號
無
名
子
、
遊
於
應
天
府
、

種
蔬
為
業
、
又
號
商
丘
老
圃
、
擇
人
而
度
。」

（
43
）　
「
今
是
翁
」
に
つ
い
て
は
、『
衜
蔵
精
華
』
本
や
『
蔵
外
衜
書
』

本
に
お
い
て
、「
全
是
翁
」
に
作
る
。
そ
の
中
の
「
今
」
と
「
全
」

と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
字
形
が
原
因
で
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。『
衜
蔵
』
本
に
お
い
て
も
「
今
是
翁
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

（
44
）　

歬
掲
『
金
蓮
仙
史
』
三
～
四
頁
参
照
。
自
序
に
「
余
見
舊
本

七
真
傳
、
非
獨
衜
義
全
無
、
言
辭
紊
亂
、
兼
且
諸
真
始
末
出
典
、

仙
蹟
一
無
所
考
、
猶
恐
曳
害
後
世
、
以
假
認
真
、
因
是
遍
閱
鑑
史

寶
誥
、
搜
尋
語
錄
丹
金
集
成
是
書
…
…
厥
中
事
事
有
證
、
語
語
無

虛
」
と
い
う
本
を
書
く
動
機
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
45
）　

歬
掲
楊
立
華
論
文
、
八
九
～
九
一
頁
。
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A survey of the Xue Zixian shiji: A comparison  
of texts between versions

LYU Mengyu

After Zhang Boduan (fl.1075) of the Northern Song Dynasty wrote the Wuzhen 
pian, various people wrote commentaries to it, and various annotated versions of 
the work exist. The colophon of one of these, the Ziyang zhenren Wuzhen pian 
sanzhu, states that it contains commentary by Xue Daoguang 薛衜光 (fl.1169) The 
colophon of another annotated version, the Ziyang zhenren Wuzhenpian zhushu, 
states that it contains commentary by Weng Baoguang 翁葆光 (fl.1173). For 
whatever reason, there are many similarities between the commentary attributed 
to Xue Daoguang in the Ziyang zhenren Wuzhen pian sanzhu, and the commentary 
attributed to Weng Baoguang in the Ziyang zhenren Wuzhen pian zhushu.

One theory offered as an explanation for the similarity between the two 
commentaries is that someone appropriated Weng Baoguang’s commentary and 
presented it falsely as the work of Xue Daoguang. This theory was first put forth 
by Dai Qizong 戴起宗 (1271-?) of the Yuan Dynasty, and was based on evidence 
that he saw in a text called the Xue Zixian shiji 薛紫賢事蹟. However, scholars 
such as Zhu Yueli 朱越利 have opposed this view by maintaining that an authentic 
commentary by Xue Daoguang indeed exists, and as evidence for this have argued 
that text entitled Wuzhen pian zhu shimo 悟真篇註始末 and included in the Sizhu 
Wuzhen pian (yet another annotated version of the Wuzhen pian) was in fact a 
preface that Xue Daoguang had written for his Wuzhen pian commentary.

This paper assesses the merits of the theory that Wuzhen pian zhu shimo is 
Xue Daoguang’s preface. It compares the text of the Xue Zixian shiji to that of 
the Wuzhen pian zhu shimo and to seven additional cognate texts found in other 
annotated versions of the Wuzhen pian. It pays particular attention to a text 
entitled Daoguang chanshi zhu Wuzhen pian benmo衜光禪師註悟真篇本末, which 
is contained in a Yuan Dynasty edition of the Wuzhen pian sanzhu held at the 
library of the University Of California, Berkeley. An important conclusion reached 
from this analysis is that none of these texts are Xue Daoguang’s preface to his 
Wuzhen pian commentary.




